


を行うべきである。 

・特に、アウトカムの段階的な設定においては、本事業が、農山漁村の自立・発展に

至るプロセスへの貢献を検証するため、事業の前後での当該地域における所得や雇

用の変化やコミュニティ存続への意欲等、定点的にデータを把握するように努めるとと

もに、長期アウトカムや社会インパクトについても、事業の目的にある「所得の向上」や

「雇用の拡大」等への寄与を定量的に測るものへと可能な限り見直すべきである。 

・なお、これまでの事業において不用や繰越しが多数生じていることに鑑み、事業の利

用動向等の把握・分析に努めるとともに、また、農山漁村コミュニティの今後の変化に

応じて、ターゲットを明確化し、対策メニューや事業対象地域の重点化や見直し等、

事業のあり方を随時見直していくべきである。 




